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農
村
統
合
問
中
に
於
げ
る
恭
一
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

河
合
町
問
没
に
付
高
だ

眠
問
手
乍
・

ι生
市
山
頁
自
問

に
御
叶
叫
h
被
ド
度
候

m
印

刷

日

ω

農
村
枇
命
日
墜
に
於
げ
る
基
礎
的
諸
問
題
に
就
て

池

田

日

きた

一

、

問

留

の

提

出

二
、
研
究
針
拍
車
の
限
定

三
、
民
村
枇
舎
の
本
質
的
概
念

問
、
研
究
の
出
妥
結

五

、

問

題

の

総

合

園
、
.
目
リ

園

田

H

題

の

提

出

五
六

主主
I=l 

長

H
U
E
L
Fロ
ゲ
円
高
て
或
は
村
落
枇
A
叩
目
的
円
子

mrN目。
-
c
n
r
L巾一回ロミ品
.2
な
る
勝
一
a

が
梢
々
濁
立
し
た
壊
的
型
践
を
と
り
つ

L
専
門
的
ナ
者
に
依
っ
て
研
究
さ
れ
は
じ
め
、
態
ナ
界
に
詑
目
さ
る
L
に
至
っ
た
の
は
必
す
し
も
古
い
歴
史
ぞ
経
過
し
て
居
る
と
は
岡
山
は

れ
な
い
。
斯
く
の
如
く
「
新
た
に
護
現
し
て
未
だ
形
成
の
謹
上
じ
あ
る
」
農
村
枇
曾
阜
の
如
き
新
し
い
阜
の
「
性
質
・
針
象
・
方
法

等
そ
最
も
よ
く
理
解
す
る
溺
に
は
其
畿
生
の
跡
h
q
大
鰐
回
顧
し
て
み
れ
ば
い
h
」
の
で
あ
っ
て
、
私
は
此
意
味
か
ら
し
て
斯
撃
の
基

礎
的
諸
問
題
ぞ
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
先
づ
其
護
生
、
護
展
の
過
程
を
要
約
し
て
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

農
村
枇
曾
皐

× 

× 

× 

Wisconsi日大，!}!社合車教授 E.A. Rossに依れIt"農村社合率的仕合の注目か1t:eく
に至れるl"t]908年頃て.めろとo(Hawthorn: -Sociology of I{Ill'al I，jfe. I事言〉
叉之に闘する大串における講義l"tChicago大串に於て ]894年l二Henderson数授
にιって訴ぜられてゐる、苦闘における先蹴l"t昭和 2年東大那須博士の前義てあ
らう。(鈴木祭太郎:ー農村社合平史 p.16 那須崎: 民村祉合翠序説 p.254) 
エミール・テ"ユルケム:一社合l$と諸枇合科皐 (7'7〆ス皐合編、科事研究法〉

1 ) 

2) 



す
る
'
も
の
で
、
彼
は
形
式
吐
曾
謬
殊
に
ジ
ン
メ
ル

(
0・
4
8
2
5耳
目
)
に
墜
ぶ
慮
が
大
で
あ
る
如
く
で
あ
る
o

即
ち
祉
曾
墜
の
枇

舎
科
墜
に
占
む
る
濁
自
の
研
究
領
域
は
集
国
過
程
及
び
集
閤
形
式
で
あ
る
と
し
、
祉
曾
患
の
領
域
を
農
村
に
持
ち
来
た
し
た
も
の
ぞ

農
村
杜
舎
壊
と
考
へ
一
一
祉
曾
撃
の
分
慌
で
あ
る
と
す
冶
の
で
あ
る
。

=
一
、
品
較
農
村
吐
曾
事
ソ
ロ

l
キ
ン
教
授
(
可
-
aミ
岳
山
口
)
ジ
ン
マ
!
?
ン
敬
授
(
(
〕

-
P
N
E
E
3
5ロ
)
の
卒
ひ
る
一
群
の

皐
抵
で
一
般
枇
舎
を
都
市
祉
舎
と
農
村
祉
舎
に
分
類
し
其
相
互
的
比
較
を
試
み
斯
く
し
て
農
村
枇
舎
特
有
の
普
遍
的
要
素
の
抽
出
、

護
見
を
企
て
っ
ヘ
あ
る
の
で
あ
る
。
今
其
皐
論
を
詳
細
に
述
べ
る
事
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
本
稿
の
必
要
と
し
な
い
借
地
で
あ
る

か
ら
便
宜
上
.
杉
野
助
教
授
の
要
約
さ
れ
た
動
を
牟
け
て
夫
れ
に
代
へ
た
い
と
思
ふ
。
即
ち

一
、
一
切
の
設
鮎
私
的
農
村
生
活
改
善
論
同
除
外
し

二
、
研
究
材
料
わ
い
ろ
農
村
社
舎
や
都
市
祉
舎
か
一
地
方
、
一
時
代
に
局
限
す
る
事
な
く

一
ニ
、
研
究
の
中
心
か
人
口
の
農
村
化
・
都
市
化
に
関
す
る
社
合
法
則
の
後
見
に
お
き

問
、
之
等
法
則
の
溌
見
に
は
一
般
社
合
準
の
原
市
現
存
適
用
す
ぺ
争
事

等
で
あ
る
と
要
約
さ
れ
て
居
る
鈷
そ
以
て
其
皐
論
の
大
関
を
推
知
し
得
ょ
う
。

×

×

 

× 

以
上
以
之
概
観
す
る
に
初
期
に
於
け
る
斯
串
は
全
く
農
村
祉
命
日
現
象
佐
賀
利
的
に
取
扱
ひ
研
究
目
的
や
農
村
共
同
枇
曾
福
祉
な
る

理
念
に
結
付
け
其
理
想
に
合
目
的
的
な
政
策
ぞ
麓
見
せ
ん
と
し
て
凡
ゆ
る
撃
的
原
理
な
農
村
的
事
情
じ
集
大
成
し
た
も
の
と
見
得
る

の
で
あ
る
。
其
後
に
於
け
る
傾
向
も
或
は
形
式
祉
命
日
皐
丸
山
口
同
6
3
5
y
m
W
O
N
-
c
-
c
m
U
に
操
ら
ん
と
す
る
も
の
或
は
祉
命
日
化
①
S
E
-
-
5
・

t
g
な
る
功
利
的
理
念
に
動
か
さ
れ
研
究
針
象
は
初
期
の
斯
療
の
夫
れ
を
踏
襲
せ
ん
と
す
る
者
等
、
全
く
其
の
時
一
す
る
庖
ぞ
知
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぎ
る
雲
h
q
描
む
如
き
夢
の
中
に
あ
る
賦
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。
詩
に
濁
自
の
研
究
内
容
と
濁
自
の
理
論
を
盛
る
事
に
念
に
し
て
農
村

枇
舎
に
於
け
る
一
般
牲
を
護
見
し
普
溢
化
的
枇
曾
皐
た
ら
ん
と
す
る
の
努
力
は
あ
っ
て
も
未
だ
統
一
さ
れ
た
醐
閥
系
冶
築
き
得
る
に
は

立
到
っ
て
居
な
い
口
要
之
現
在
に
至
る
迄
の
農
村
壮
舎
皐
は
岡
田
令
其
努
力
は
な
さ
れ
つ
L
あ
る
と
臨
も
未
だ
濁
立
し
た
科
墜
と
し
て

民
村
社
令
皐
に
於
げ
る
来
一
礎
的
諸
問
題
に
就
い
て

五
七

Sorokin & Zill1ll1erman :--Principles of Rnral-Urban Sociology， 1929， 
杉野忠夫:ージ ;:v'X'-X' Yの農村社合準諭(農業経済研究 8~2 披 p・ 126-1;)3)
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色
村
枇
命
同
単
に
於
げ
る
謀
礎
的
諸
問
題
に
就
い
て

五
j¥，. 

斯
く
研
究
の
針
象
と
さ
れ
た
・
4

む
の
は
官
時
的
農
村
枇
曾
問
題
以
外
的
何
物
で
も
な
く
、
極
め
て
漠
然
た
る
針
象
そ
枇
曾
諾
科
撃
的

智
誠
治
動
因
し
て
政
策
的
見
地
に
立
っ
て
考
察
し
、
農
村
生
活
者
の
共
同
福
祉
と
い
ふ
理
想
に
到
蓮
せ
ん
と
試
み
ら
れ
た
賓
旧
墜
で

あ
り
‘
其
慮
に
は
何
山
甲
子
の
祉
A

官
接
的
理
論
も
な
く
百
科
全
書
的
役
割
そ
其
特
徴
と
し
て
居
た
如
く
で
あ
る
。

以
上
は
斯
接
種
生
の
頃
よ
り
一
九
二
五
年
頃
迄
の
大
要
で
あ
る
が
、
最
近
一
九
二
五
年
頃
か
ら
農
村
枇
曾
撃
界
は
墜
問
的
内
省
期

に
入
り
過
去
の
斯
壊
に
針
す
る
批
判
乃
至
論
難
を
試
み
、
方
法
論
的
に
も
一
大
轄
機
を
劃
し
て
科
製
と
し
て
の
存
花
々
基
礎
づ
け
ん

，
と
す
る
の
潮
流
を
示
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
以
下
姑
く
私
は
此
時
代
の
事
訴
の
中
心
貼
の
所
有
如
何
に
よ
り
便
宜
上
尖
の
三
穫
の
型

に
分
っ
て
其
傾
向
の
大
要
を
矧
る
素
材
た
ら
し
め
る
。

ホ
1
ソ
ン
救
投
(
出
・
一
切
・
ロ
ロ
ヨ
子

2
5
ギ
ヤ
ル
ピ
ン
敬
授
(
の
乙
-
L
H
H
)

に
依
っ
て
代
表
せ
ら
る
L

一
、
枇
曾
化
農
村
枇
合
型

-
も
の
で
農
村
枇
舎
墜
酷
系
の
樹
立
に
は
一
般
に
顧
慮
す
る
蕗
な
く
枇
命
日
感

ω理
論
を
指
導
的
・
基
礎
的
原
理
と
し
て
或
特
定
の
立
揚

か
ら
主
要
農
村
枇
命
日
現
象
を
例
究
せ
ん
と
す
る
一
一
保
で
あ
る
。
げ
ち
枇
舎
化
と
い
ふ
側
面
か
ら
農
村
祉
曾
現
象
を
解
剖
・
分
析
・
綜

合
せ
ん
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
此
枇
曾
化
な
る
観
念
は
ホ

1
ソ
ン
敬
授
が
祉
命
日
謬
上
か
ら
延
用
せ
る
考
へ
で
疲
弊
せ
る
農
村
文
明

を
恢
復
或
は
再
建
せ
ん
と
す
る
錦
に
は
枇
命
日
的
接
備
の
頻
度
を
よ
り
多
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
換
言
せ
ば
枇
曾
化
に
依
っ
て
到
達
せ
ん

と
考
へ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
此
考
へ
方
は
動
機
に
於
て
極
め
て
功
利
的
な
分
子
が
介
花
し
て
居
る
の
で
未
だ
夫
れ
に
よ
っ
て
科
皐

8u
・

牲
を
充
分
に
持
ち
得
な
い
憾
み
が
あ
る
。
即
ち
ホ
|
ソ
ン
敬
授
の
枇
命
日
化
な
る
観
念
は
農
村
文
明
の
再
建
の
た
め
に
は
先
イ
農
民
の

精
神
的
向
上
を
計
る
事
が
先
決
問
題
で
あ
る
と
し
‘
夫
れ
が
鵡
に
は
枇
合
的
栄
養
換
言
す
れ
ば
精
神
的
牧
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ

其
立
味
に
於
て
祉
曾
化
の
必
要
を
彼
の
指
導
原
理
と
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
形
式
農
村
枇
舎
謬
サ
ン
ダ

1
ソ
ン
教
授
ハ
ロ

-
E
E
2言
。
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
一
一
献
で
農
村
に
於
け
る
枇
命
日
集
閣
の

集
周
過
程
及
び
集
問
形
式
そ
以
て
研
究
針
象
と
す
る
の
で
あ
る
。
サ
ン
グ
!
ソ
ン
敬
授
に
従
へ
ば
斯
療
は
従
来
の
如
く
農
村
枇
合
問

題
の
政
策
的
研
究
ぞ
直
接
の
目
的
と
せ
令
吐
曾
型
的
に
諸
農
村
枇
曾
集
園
の
歴
史
と
現
服
役
分
所
し
農
村
共
同
枇
舎
を
研
究
せ
ん
と

者II筒'一位村i仕合事の潟寸科皐としての成立に開ずる研究(卒業論文) p. 87 
鈴木祭太郎:一段村社合率先 p.70 
H. B. Hawthorn :-Sociology of Rnral J，ife， ] 02s・F・3一日
鈴木祭太郎:ー農村祉合穆史 p目 83
D. Sanderson :-The Farmer and his Commnnity， 1922. 
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凡
て
科
阜
の
費
生
動
機
を
み
る
に
科
事
の
理
論
が
其
科
阜
の
成
立
な
必
要
な
ら
し
め
た
の
で
は
な
く
祉
舎
の
宜
際
的
要
求
の
下
に

或
は
必
要
の
下
に
其
科
事
が
護
生
す
る
に
至
っ
た
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
農
村
壮
舎
墜
に
於
て
も
農
村
祉
舎
に
於
け
る
何
等
か
の
必

要
若
し
く
は
要
求
が
斯
壊
を
し
て
稜
生
せ
し
め
に
・
も
の
で
あ
る
。
兵
閥
的
げ
い
は
農
村
祉
曾
に
何
等
か
の
改
善
h
q
必
要
と
す
る
如
き
枇

合
的
卒
衡
賦
態
の
破
J

援
叉
は
枇
合
的
苦
痛
の
産
生
を
前
提
と
し
て
護
生
せ
り
と
思
惟
さ
れ
得
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
之
に
就
て
シ
ム

ス
数
授

(
M
-
T
m氏
自
担
)
は
「
農
村
枇
官
製
は
農
村
生
活
に
正
調
を
失
っ
た
時
に
護
生
せ
る
も
の
で
宛
か
・
も
一
般
枇
曾
製
が
都
市
生

活
の
多
く
の
難
問
題
に
遭
遇
せ
る
時
費
生
せ
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
」
と
論
じ
て
居
る
。

今
シ
ム
ス
教
授
の
説
く
如
く
一
般
枇
合
阜
の
護
生
が
都
市
生
活
の
矛
盾
護
生
に
起
因
す
る
や
否
や
は
此
慮
に
問
題
と
す
る
盛
で
は

な
い
が
.
と
も
角
農
村
枇
曾
串
は
斯
く
農
村
祉
命
日
生
活
上
の
均
衡
破
綻
に
出
国
し
て
笹
生
せ
る
も
の
と
を
一
口
ふ
べ
き
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
斯
皐
ぞ
養
生
せ
し
む
る
動
閃
が
祉
曾
的
矛
盾
に
存
す
る
以
上
、
斯
事
研
究
の
串
的
根
掠
は
官
然
其
矛
盾
克
服
と
い
ふ

勤
に
布
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
き
れ
ば
官
時
の
斯
皐
は
最
善
の
理
想
賊
態
に
到
達
し
得
る
如
き
農
村
丈
明
の
維
持
、
護
展
そ
計
ら
ん
と
し

て
従
来
行
は
れ
た
経
極
的
見
地
か
ら
の
観
察
と
は
別
な
側
面
そ
強
調
し
組
織
的
に
人
間
的
批
曾
的
立
場
を
以
て
農
村
を
検
討
せ
ん

と
企
て
た
の
で
あ
る
。
即
ち
農
村
に
生
起
し
た
祉
合
目
的
矛
盾
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
夫
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
と
も
斯
皐
は

考
察
の
針
象
と
し
て
取
上
け
た
の
で
あ
る
。
今
試
み
に
昔
時
の
農
村
枇
命
目
撃
者
と
し
て
教
へ
ら
る
L
代
表
的
な
諸
島
十
者
の
著
作
を
遁

し
て
彼
等
が
考
察
の
針
象
と
し
た
主
要
問
題
を
列
記
す
れ
ば
大
酷
突
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

一
、
農
民
・
佳
村
に
於
げ
る
保
健
・
衛
生
問
題

二
、
土
地
・
小
作
制
に
関
す
る
問
題

三
、
農
民
の
勢
働
に
闘
す
る
問
題

四
、
農
村
の
数
舎
に
閲
す
る
問
題

五
、
農
村
の
交
通
に
闘
す
る
問
題

大
、
農
村
に
於
げ
る
数
育
の
問
題

農
村
祉
合
同
壌
に
於
げ
る
基
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

五
九

P. Vogt:一一Intruduction10 Rnral Sociology， 192生 p.2-4 
GiIlette :-Rural 80ci"logy， 1!J22. p. 4-5 
N. L. Sims :-Elements of Rural Sociology， 1928. p. 8--1:) 
GilIettc :-Rnral Sociologr， 1922. 
P. Vogt :-Introcluction to Rural Sociology， 1917. 
Phelan :-Rearlings in Rural Sociology， ]fJ20. 
鈴木祭太郎:一段村祉合皐史 p.41-42

3) 

4) 

5) 

6) 



農
村
結
合
容
に
於
げ
る
払
一
礎
的
諸
問
題
に
就
い
て

の
時
系
は
勿
論
態
様
も
具
へ
歩
し
て
研
究
の
途
上
に
あ
る
と
言
は
ん
よ
り
其
出
護
拡
に
あ
る
か
の
如
合
観
が
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
斯

か
る
利
墜
牲
を
欠
如
し
大
百
科
全
書
的
集
大
成

2
4百円。}安全口

RgBEt-HW
の
域
ぞ
肱
せ
す
に
居
る
か
は
斯
撃
の
基
礎
的
諸
問

題
に
関
す
る
考
察
が
従
来
館
り
に
閑
却
さ
れ
勝
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
私
は
考
へ
る
。
此
意
味
に
於
て
斯
墜
を
し
て
科
皐

的
な
基
礎
研
鼠
之
理
論
を
輿
へ
る
掲
の
基
礎
的
研
究
は
今
後
の
斯
皐
に
課
せ
ら
れ
た
緊
要
の
問
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
新
か
る
極

め
て
グ
ル
ン
ド
リ
ツ
ヒ
カ
4
ト

C
志

E
F
r昨
年
な
問
題
を
先
つ
再
検
討
し
て
は
じ
め
て
科
接
的
基
礎
に
立
つ
農
村
祉
命
日
皐
が
終
来

ムハ
O

生
れ
出
づ
る
で
あ
ら
う
。

と
も
角
従
来
の
斯
皐
が
斯
く
の
如
く
夢
の
時
代
に
あ
る
事
は
農
村
枇
命
日
墜
に
於
け
る
基
礎
的
諸
問
題
倒
へ
ば
其
研
究
針
象
に
閲
す

る
問
題
或
は
農
村
枇
曾
其
物
の
本
質
的
見
解
の
問
題
等
々
が
等
閑
祝
さ
れ
た
か
或
は
未
克
夫
れ
に
結
論
の
輿
へ
ら
れ
る
に
至
っ
て
居

な
い
と
い
ふ
本
に
存
す
る
ぞ
思
ひ
此
屈
に
二
、
三
基
礎
的
な
問
題
ぞ
取
上
け
て
姑
く
論
じ
て
み
た
い
と
思
ふ
。

=
‘
樹
党
封
象
の
限
定

従
来
の
農
村
枇
命
日
墜
を
概
観
す
る
時
最
も
理
解
に
苦
し
む
一
つ
の
問
題
は
其
研
究
封
象
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
。
既
に
蓮
べ
・
に
如

く
枇
命
日
墜
に
於
て
所
謂
綜
ム
口
一
吐
曾
島
一
が
な
し
た
と
同
様
に
輩
に
祉
曾
諸
科
阜
の
提
出
す
る
理
論
の
綜
合
集
積
を
之
れ
事
と
す
る
も
の

或
は
農
村
吐
曾
問
題
に
針
策
を
講
ぜ
ん
と
す
る
祉
曾
攻
策
的
な
も
の
等
が
殆
ん
ど
綿
て
の
斯
皐
の
賦
態
で
あ
り
其
島
に
何
等
の
科
串

的
基
礎
な
く
墜
史
的
に
は
前
期
時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
。
斯
く
農
村
祉
舎
周
一
a

の
組
織
酬
閥
系
が
整
備
さ
れ
な
い
大
き
な
そ
し
て

唯
一
の
原
因
は
既
に
指
摘
し
た
如
く
基
礎
的
諸
問
題
殊
に
胴
究
針
象
の
明
確
な
る
限
定
に
従
来
関
心
を
欠
い
た
と
い
ふ
李
賢
に
蹄
せ

し
め
得
る
と
思
ふ
o

斯
く
研
究
割
象
の
明
確
を
欠
く
と
い
ふ
事
は
言
ふ
迄
も
な
く
事
賓
の
集
大
成

2
2
g己
主
S
と
な
り
極
め
て

無
方
針
に
夫
れ
が
論
ぜ
ら
れ
る
結
果
と
し
て
科
串
と
し
て
の
存
在
そ
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
研
究
針
象
に
特
異
性
が
な
け
れ
ば

敢
え
て
一
科
阜
の
存
十
代
七
管
理
由
づ
け
る
根
蝶
ぞ
失
ふ
に
至
る
。
此
慮
に
少
く
共
斯
勝
一
a

が
濁
立
せ
る
研
究
分
野
を
以
て
科
畢
性
を
具
へ



ん
矯
に
は
閉
究
封
象
の
限
定
な
る
問
題
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

失
に
私
が
研
崎
山
封
象
を
如
何
に
決
定
す
る
か
に
先
立
っ
て
従
来
の
諸
事
者
が
夫
れ
に
就
て
如
何
下
考
へ
て
居
た
か
を
略
述
し
て
参
川

考
と
し
よ
う

o
fづ
前
期
農
村
枇
舎
躍
を
代
表
す
る
ジ
レ
ツ
ト
教
授

(
Q
-
E同
乙
で
あ
る
が
彼
比

r、
著
作
品
管
通
し
て
見
る
時
は
全
く

P、j

斯
ー
か
る
問
題
に
関
し
て
は
無
関
心
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
其
研
究
内
容
が
農
村
吐
曾
問
題
針
策
の
綜
合
・
集
積
で
あ
献

る
事
は
農
村
科
阜
の
分
化

a
m
p
s
-
F
E
E
し
す
ぎ
た
駐
を
綜
合
的
苦
Era-口
に
観
察
す
る
と
い
ふ
意
味
に
お
け
る
慣
値
し
か
な
ふ
仏
時

q
d
l一
;

、y

一

r
、

く
、
科
串
本
来
の
貢
献
で
あ
る
特
妹
法
則
の
定
立
を
試
む
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
全
く
撃
の
濁
立
性

-
E
S
E
-
-
2
4
も
保
ち
得
?

J

3

究

v
d
p

研

無
意
味

r
g広
丸

5
2
で

あ

る

。

町

周

ふ

る

崎
製

{
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6

共
に
枇
曾
化
農
村
祉
命
日
墜
に
於
け
る
ホ

i
ツ
ン
敬
授
で
あ
る
が
彼
は
農
村
に
闘
す
る
諸
科
阜
の
目
的
を
大
酷
に
於
て
次
の
三
つ
に

.
1
9山
b

J

闘
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司
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分
っ
て
説
明
し
て
居
る
。
即
ち
農
業
技
術
勝
一
広
最
大
の
生
産
を
，
農
業
経
情
撃
は
最
大
の
利
潤
を
、
農
村
枇
曾
皐
は
最
大
の
幸
福
を
雑
日
出

M

立

皐

-
υ
h
I

成

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

O
Kる
に
最
大
幸
福
の
生
活
な
る
も
の
は
到
底
農
村
枇
命
日
事
に
よ
っ
て
の
み
到
達
し
得
る
も
の
で
な
く
噌
同
]
剛
一
の

一川・
M

R

ぺ

他
の
農
村
諸
科
墜
と
の
協
力
に
於
て
は
じ
め
て
望
み
得
る
慮
の
も
の
で
あ
る
。
叉
農
村
枇
舎
の
幸
福
と
い
ふ
如
、
き
問
題
は
元
来
枇
曾

U
b
拡

d

日

i
z
u
l
nぴ

-
c

哲
墜
或
は
枇
命
日
倫
理
由
華
等
の
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
o

故
に
農
村
枇
舎
の
最
大
幸
福
な
る
慨
念
は
特
殊
な
る
研
究
針
象
た
り
得
制
M
M
一
切
日
糟

な
い
の
で
新
か
る
概
念
は
科
撃
の
濁
立
性
を
基
礎
づ
け
る
研
究
艶
象
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
町
一
間
約
一
山

合
・
町
侃

F
4
舎
の

枇
山
山

S
「
祉
臥
宇

村
山
叫
町
村
命
日

農
叩
山
山

K
民
社
qリ

一必

E

M

一一村広

一

a
・・

R
一

平

U

H

平
6
1
p

陸
別
主
陸
・
↑
・
書

篠
山

J

森
備
調

引

G

H

升
刊
叩
』
如

、ノ、、ノ、，ノ

T
A
Q
4

の
け

き
れ
ば
科
墜
と
し
て
農
村
枇
命
日
間
学
は
如
何
に
其
針
象
を
決
定
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
後
に
論
す
る
如
く
斯
皐
が
特
殊
祉
命
百
壊
の
一

部
円
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
蛍
然
其
針
象
も
枇
A
W

目
撃
か
ら
導
き
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
考
ふ
る
時
は
杜
A

官
接
の
針
象
た
る
葉
国

関
係
を
農
村
枇
舎
な
る
特
定
一
枇
舎
に
限
定
せ
る
も
の
t
q
以
て
農
村
枇
舎
串
の
封
象
と
す
‘
べ
き
で
あ
る
。
此
目
的
に
遁
す
る
吐
曾
皐
は

形
式
祉
曾
墜
で
あ
る
か
ら
此
意
味
に
於
て
サ
ン
ダ

l
ソ
ン
敬
授
の
形
式
農
村
枇
命
日
皐
は
諸
多
の
堕
波
よ
り
梢
々
艶
象
の
限
定
と
い
ふ

鈷
に
閲
し
て
優
る
も
の
と
言
へ
ょ
う
。
併
し
形
式
杜
曾
皐
其
物
の
封
象
と
す
る
事
が
果
た
し
て
安
官
な
り
や
否
や
の
検
討
を
必
要
と

す
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

由
民
村
祉
命
日
単
に
於
げ
る
某
一
礎
的
諮
問
遮
に
就
い
て

....... 
ノ、

、l
ノ、，
J

4

5

 



民
村
枇
命
日
壊
に
於
げ
る
基
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

ーえa
/、

却
に
比
較
農
村
枇
合
間
学
即
ち
ソ
ロ

i
キ
ン
敬
授
の
見
解
は
其
方
法
に
於
て
極
め
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
が
封
象
に
関
す
る
限
り

前
者
形
式
農
村
枇
曾
撃
に
一
歩
ぞ
譲
る
・
も
の
で
あ
る
。

拐
て
然
ら
ば
私
は
如
何
に
針
象
の
問
題
を
考
へ
て
居
る
か
。
夫
れ
は
基
礎
科
撃
を
な
す
祉
曾
墜
に
於
け
る
針
象
の
問
題
を
私
が
如

何
に
考
へ
る
か
に
依
っ
て
自
ら
明
か
に
な
る
。
壮
人
自
陣
一
・
に
於
け
る
私
の
立
場
即
ち
「
入
閣
の
集
合
形
象
同
島
岳
立
4
3
の
岳
民
日
凸
に

於
け
る
相
互
作
用

J
J
1
2
}
毎
日
三
『
昨
日
記
の
内
容
及
び
形
式
に
関
す
る
諸
閥
係
並
び
に
其
祇
生
現
象
」
を
以
て
吐
曾
阜
の
針
象
と
す

る
事
か
ら
農
村
枇
命
日
撃
に
於
て
も
「
人
間
の
集
合
形
象
と
し
て
の
農
村
枇
舎
に
於
け
る
相
互
作
用
の
内
容
及
び
形
式
の
諸
閥
係
並
び

に
其
仮
生
現
象
た
る
農
村
枇
曾
現
象
」
を
以
て
針
象
と
す
る
の
で
あ
る
。

排
て
祉
舎
型
的
針
象
決
定
の
意
義
の
炭
狭
に
臨
系
分
類
の
基
準
を
求
め
て
従
来
の
枇
舎
墜
を
分
類
す
れ
ば
大
開
吐
合
現
象
mONE-d

出
ヨ
岳
岳

Ewmg
を
針
象
と
す
る
綜
合
枇
曾
串
及
び
祉
曾
の
基
躍
を
針
象
と
す
る
形
式
枇
曾
皐
の
二
者
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
綜
合

枇
曾
事
は
「
機
能
吋

E
E吉
田
と
し
て
の
枇
命
日
現
象
に
即
し
た
吐
合
郡
一
止
と
言
ふ
べ
き
で
人
間
相
互
が
形
成
す
る
に
至
っ
た
集
合
形

象
即
ち
祉
曾
某
一
躍
を
支
持
者
と
し
て
護
現
す
る
批
曾
現
象
の
統
一
的
考
察
そ
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
綜
合
枇
舎
皐
は
枇

曾
現
象
の
相
互
開
聯
の
検
討
に
念
に
し
て
其
基
礎
と
な
る
集
合
形
象
と
し
て
の
基
牒
の
研
究
は
等
閑
視
さ
れ
基
障
な
き
機
能
・
作
用

の
み
の
研
究
に
走
っ
た
観
が
あ
る
。
M
M
式
枇
命
凶
器
・
は
「
枇
曾
基
躍
に
即
し
た
枇
曾
皐
」
と
も
い
ふ
べ
き
綜
合
枇
A

何
回
皐
が
従
属
的
に
の

み
或
は
全
く
関
心
さ
れ
な
か
っ
た
枇
命
日
基
牒
に
劃
し
て
研
究
上
濁
立
の
主
位
的
意
諒
我
々
輿
へ
ん
と
し
て
歴
史
的
・
枇
合
的
賞
千
代
に
於

て
其
集
合
形
象
と
し
て
現
は
れ
た
人
間
的
関
係
を
主
と
し
て
考
察
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
Q

然
る
に
枇
舎
現
象
の
相
互
関
聯
の
検
討

は
窮
極
に
於
て
其
枇
曾
現
象
ぞ
現
象
せ
し
む
る
支
持
者
即
ち
基
惜
の
本
質
を
把
握
す
る
事
を
前
提
と
す
る
か
或
は
夫
れ
に
蹄
著
す
る

と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
ド
胞
に
於
て
私
は
前
述
雨
者
の
綜
合
に
於
て
は
じ
め
て
一
つ
め
枇
曾
壊
が
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

ふ
立
揚
な
と
る
の
で
あ
る
。
新
か
る
枇
曾
串
上
の
見
解
か
ら
如
上
の
農
村
枇
命
官
接
に
お
け
る
封
象
に
闘
す
る
結
論
が
生
れ
る
の
は
蛍

然
で
あ
る
。

Sorokin & Zil11l11crl11an :-Principles' of Hural-Urban flociology参照
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斯
く
私
が
今
此
慮
に
針
象
や
「
農
村
枇
舎
な
る
基
樫
と
其
波
生
現
象
大
る
農
村
祉
合
現
象
」
な
り
と
す
る
も
農
村
祉
舎
の
本
質
的

概

念

巧

2
8岳
岳
民
品
江
町
の
如
何
に
よ
り
即
ち
針
象
ぞ
如
何
に
考
ふ
る
か
に
依
り
再
び
混
慨
を
招
く
に
至
る
の
で
あ
る
。
ぜ
に

私
は
突
に
農
村
世
舎
に
関
す
る
若
干
の
私
見
を
試
み
度
い
と
思
ふ
。

=
一
‘
農
村
社
曾
の
本
質
的
概
念

農
村
枇
曾
墜
に
於
て
封
象
と
す
る
農
村
祉
曾

H
H
Z
E戸
内

C55HL々
と
は
一
般
に
調
ふ
農
村
或
は
村
落

t
F
m♂
出
戸

ET--a岡山
口
仲
田

と
は
全
く
兵
っ
た
概
念
を
有
す
る
。
即
ち
農
村
も
都
市
も
共
に
人
聞
の
集
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
定
住
の
一
型
樫

ekrロ
也
市

L
H
E
m

或
は
地
域
〆
で
あ
り
集
合
形
象
刻
。
-
F
E
2
2
C凸
r
p
u
或
は
吐
命
目
撃
上
集
固
ユ
貯
の
さ
匂
宮
と
し
て
観
念
せ
ら
る
L
農
村
祉
曾
或
は

都
市
枇
舎
と
は
夫
々
相
針
的
観
念
の
下
に
理
解
せ
ら
る
L
虞
の
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
農
村
及
び
都
市
は
経
験
的
賓
在
で
あ
り
農

村
枇
合
及
び
都
市
祉
舎
な
る
概
念
は
此
経
験
的
責
在
h
q
其
本
質
的
関
係
へ
還
元
せ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
換
言
す
れ
ば
農
村

と
は
具
鴨
的
な
村
即
ち
特
定
の
地
域
内
に
於
て
地
縁
的
に
傍
統
的
に
共
同
枇
合
(
即
ち
農
村
枇
曾
)
を
管
む
主
と
し
て
農
民
よ
り
な

る
定
住
の
一
型
開
或
は
地
域
を
指
す
も
の
で
、
之
に
針
し
農
村
祉
舎
と
は
一
般
世
舎
か
ら
抽
出
さ
れ
て
新
か
る
貰
花
す
る
農
村
白
酷

に
綜
合
抽
象
さ
れ
て
居
る
人
々
の
集
合
形
象
或
は
集
圏
在
謂
ふ
の
で
あ
る
。

従
来
の
農
村
枇
合
島
一
者
は
斯
か
る
国
別
宇
佐
其
論
議
の
出
盛
貼
に
於
て
巌
薪
に
吟
味
し
な
か
っ
た
錦
、
祉
九
時
同
副
学
的
に
農
村
守
取
扱
っ

て
居
る
の
か
或
は
現
震
の
農
村
を
指
し
て
居
る
の
か
全
く
其
盛
に
明
瞭
を
快
い
て
居
る
。
農
村
牡
九
百
島
一
・
と
稽
し
な
が
ら
も
何
等
の
祉

曾
撃
的
な
見
解
と
立
場
宇
佐
快
き
農
村
枇
曾
問
題
一
一
般
に
闘
す
る
叙
述
皐
な
る
或
は
百
科
全
書
式
の
寄
制
工
閥
単

B
o
g
-ロ
4
2
f
と
な
る

傾
向
に
あ
っ
た
の
も
質
に
研
究
針
象
で
あ
る
農
村
枇
舎
な
枇
九
回
目
皐
的
な
夫
れ
に
求
め
す
し
て
窓
な
る
農
村
と
い
ふ
漠
然
た
る
経
情
的

枇
舎
的
・
宗
敬
的
・
敬
育
的
・
道
徳
的
等
々
種
々
な
農
村
的
賦
態
に
於
け
る
混
一
臆
そ
橡
想
し
た
嬬
で
あ
ら
う
。
私
は
斯
る
見
地
に

於
て
何
と
し

τも
農
村
枇
曾
な
る
瓶
念
を
賓
花
す
る
農
村
か
ら
隠
別
す
る
の
要
を
主
張
し
た
い
。
と
い
ふ
の
は
事
物
の
現
象
は
経
験

農
村
枇
合
皐
に
於
げ
る
基
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

ム
ノ、

主II稿ー農業政策の基調に就てく農業主経済]@O5競〉
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段
村
枇
合
皐
に
於
げ
る
基
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

ムハ四

的
主
観
に
の
み
依
つ
て
は
其
事
物
の
本
質
的
関
係
を
把
握
し
得
ら
れ
ぬ
在
以
て
ど
あ
る
。
屡
L
N

引
用
さ
れ
る
例
で
あ
る
が
水
中
に
挿

入
さ
れ
た
拍
は
之
を
外
部
よ
り
見
る
揚
合
は
宛
か
も
中
金
に
て
曲
折
せ
ら
れ
た
る
が
如
く
見
ゆ
る
現
象
に
則
し
て
指
其
物
が
曲
折
せ

り
と
翻
?
る
は
誤
謬
で
あ
る
。
此
揚
合
光
線
の
屈
折
闘
将
司
口
中
戸
口
昨
日
吉
に
よ
り
て
斯
く
映
?
と
な
す
物
理
撃
の
説
明
が
此
現
象
を
本

質
的
に
把
握
す
る
所
以
で
あ
る
。
凡
て
事
物
の
現
象
型
態
は
其
本
質
的
関
係
を
如
賓
に
表
現
す
る
も
の
に
非
?
し
て
斯
か
る
現
象
型

態
を
其
本
質
的
関
係
に
還
元
す
る
事
其
事
が
串
間
的
思
惟
で
あ
る
。
即
ち
農
村
と
は
此
鹿
に
謂
ふ
経
験
的
現
象
で
あ
り
農
村
の
現
象

型
態
は
必
品
少
し
も
其
本
質
的
関
係
の
如
買
の
表
現
に
非
ざ
る
故
に
で
あ
る
。
斯
く
し
て
墜
理
は
之
を
本
質
的
関
係
に
還
元
し
「
見
え

ざ
る
手
」
を
曝
露
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。

要
之
農
村
及
ひ
農
村
枇
舎
の
意
味
す
る
形
式
に
於
け
る
差
異
は
内
容
に
於
り
る
差
異
を
生
歩
る
の
で
農
村
と
い
へ
ば
外
部
的
に
政

治
上
・
経
漕
上
若
し
く
は
産
業
障
と
し
て
の
観
察
を
前
提
と
す
る
に
劃
し
農
村
枇
舎
は
内
部
的
に
人
間
的
・
集
国
的
若
し
く
は
枇
曾

鰹
と
し
て
の
観
念
是
主
位
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
は
農
村
祉
命
日
φ

管
理
解
す
る
素
材
と
し
て
農
村
と
の
針
照
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
私
は
更
に
遡
っ
て
農
村
枇
曾
な
る
祉

舎
皐
的
概
念
を
我
々
に
輿
へ
る
農
村
と
は
如
何
に
理
解
す
べ
き
や
ぞ
相
針
概
念
な
る
郡
市
と
の
針
比
に
よ
っ
て
明
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
o

斯
く
し
て
農
村
の
質
酷
冶
把
握
す
る
事
に
よ
っ
て
農
村
枇
舎
の
木
質
的
概
念

J
J
1
2
8
E各
出
品
江
町
ぞ
究
明
し
得
る
と
考

ふ
る
か
ら
で
あ
る
。
。
庄
村
と
都
市
の
相
封
概
念
の
中
に
如
何
な
る
広
別
を
立
つ
べ
き
か
に
就
て
私
は
先
づ
一
般
に
農
村
と
謂
は
れ
都

市
と
稽
せ
ら
れ
る
も
の
を
相
互
に
比
較
し
‘
其
慮
に
特
牲
を
護
見
し
其
結
果
に
基
い
て
雨
者
の
隠
別
せ
ら
る
べ
き
依
撲
を
立
て
た
い

と
思
ふ
0

4

先
づ
第
一
に
一
般
に
都
市
は
其
限
定
せ
ら
れ
大
地
域
内
に
於
て
人
口
・
密
度
診
ロ
明
日
々
が
農
村
よ
り
欄
察
な
る
を
普
通
と
す
る
。
第

二
に
其
地
域
内
に
於
け
る
人
口
分
布
己
伊
丹
江

z
t
g
が
都
市
に
密
に
し
て
農
村
に
粗
な
る
傾
向
が
あ
り
、
第
三
に
其
経
漕
生
活
上

2
8
2氏。

g
E
E窓
口
出
農
村
は
主
と
し
て
生
産
を
都
市
は
消
費
そ
中
心
と
す
る
の
で
あ
る
。
之
に
就
て
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

(kEHE
前掲-書 p.32!l
Sorokin & Zimmerman :-Ptinciples of Rnral.Urban Sociology， 1020. P・56
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デロ
E
H
)
は
郡
曾
七
倍
以
て
農
村
に
於
て
生
産
せ
る
食
糧
の
蝕
剰
に
よ
っ
て
生
活
す
る
人
の
集
合
鴨
な
り
と
し
の
ソ
ム
バ
ル
ト
つ
〈
3
Z
2

3
2
H
V己
苧
が
都
曾
e

倍
以
て
消
費
の
中
心
開

B
N
E守
主
目
。
ロ
ユ
市
一
由
同

g
m
g
g
と
稽
し
た
事
に
於
て
も
首
肯
し
得
る
の
で
あ
る
。
第
四

に
職
業
上

2
2吉
t
o
H
E
n
s
-ユ
H
t
c
g

都
市
は
其
の
種
類
複
雑
に
し
て
商
工
業
を
主
要
職
業
と
す
る
に
劉
し
農
村
は
極
め
て
軍
縮

に
し
て
殆
ん
h
p
♂
農
業
関
係
の
職
業
に
依
存
す
る
を
見
る
。
第
五
に
職
業
開
係
に
由
来
す
る
住
民
の
等
異
質
性
出
。

E
a
E巾
日
々
待

出
色
2
0ぬ
出
口
市
町
々
で
あ
る
が
都
市
は
慨
し
て
呉
質
性
出
品
丹
2
0
m
g巾2
5
に
農
村
は
等
質
性
出
。
g
o
m
E
8
5
在
以
て
井
、
特
牲
と
考
へ
ら

れ
る
。
即
ち
都
市
は
政
治
・
経
碑
・
敬
育
・
交
通
等
百
般
の
文
化
的
中
稲
地
帯
々
な
し
、
職
業
的
に
は
分
化
【
凶
即
時
2
2
t
p
g
さ
れ
、

分
業
ゐ
宮
山
氏
自
色
ゲ
ゲ
2
ぞ
管
み
、
枇
舎
機
構
上
は
完
全
な
る
階
扱
分
裂
が
行
は
れ
、
錦
に
一
一
つ
の
メ
ル
テ
ン
グ
・
ポ
ッ
ト

M
F
E
H
H
m

可
♀
を
な
し
て
居
る
と
稽
せ
ら
る
L
に
反
し
、
農
村
は
其
経
漕
活
動
の
根
擦
が
軍
に
農
業
関
係
に
の
み
存
し
他
は
殆
ん
ど
数
ふ
る
に

足
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
叉
一
間
農
業
経
管
上
の
特
質
か
ら
家
族
一
瞳
と
な
り
而
か
も
父
祖
傍
承
し
て
其
業
に
た
イ
さ
は
る
結
果
農
民
型

な
る
一
種
の
共
通
型

g
d
z担
が
自
然
と
形
成
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
此
慮
に
都
市
に
於
て
は
異
質
牲
が
、
農
村
に
於
て
は
同

質
性
な
る
祉
命
日
串
的
特
質
が
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
第
六
に
は
雨
者
聞
の
境
境
上
問
自
己

B
E
g
s
-
S
E
R
E
-
m
の
差
異
で
あ
る
が

農
村
は
種
々
な
る
自
然
的
保
件
に
被
支
配
的
な
依
存
関
係
大
な
る
に
反
し
都
市
は
極
め
て
小
な
る
事
官
で
あ
る
。
第
七
に
は
丈
化
的

娯
柴
的
施
設
便
宜

H
1
2
E
t
G
の
都
市
に
重
く
農
村
に
軽
き
事
も
一
つ
の
差
異
乃
至
特
異
動
と
し
て
築
け
得
ょ
う
。
第
八
は
人
口
構

成
。

2
2
E
E
S
の
賦
態
で
あ
る
が
都
市
は
農
村
に
比
し
て
生
産
的
年
齢
居
多
く
‘
和
人
女
子
の
数
都
市
に
多
く
農
村
に
少
く
、
不
具

躍
疾
・
犯
罪
・
醜
業
婦
等
の
経
掛
的
不
生
産
居
の
都
市
に
多
く
農
村
に
少
き
を
見
る
。
第
九
に
行
攻
上
の
国
劃
主
邑
巳

a
z
F
d

常耳目

8
4
に
し
て
都
市
と
稿
せ
ら
れ
る
は
概
ね
市
制

E
E円
訂
正
-
々
を
施
せ
る
を
、
農
村
は
主
と
し
て
町
村
制
子
凸

O
E
Z
E
2

月間
Z
T
F
-
m
昨

CZM
ロ
HX-4--T唱
。
高
2
L
E
t
s
-
を
施
せ
る
そ
知
る
。

其
他
種
々
な
る
差
異
・
特
昔
、
を
雨
者
聞
に
見
出
し
得
る
の
で
あ
ら
う
が
私
は
以
上
九
者
を
以
て
主
要
な
る
も
の
と
し
て
泉
け
得
る

と
岡
山
ふ
。
以
上
九
者
を
要
約
す
れ
ば
一
、
二
、
五
、
八
は
人
間
的
関
係
に
、
三
.
四
、
七
は
経
漕
的
関
係
に
、
六
は
自
然
的
関
係
に

農
村
枇
ん
官
邸
叫
に
於
げ
る
慕
礎
的
諸
問
題
に
就
い
て

六
五

前掲書 p.23-8 
我闘における事情lt統計上必ずしも然らず。
Sorokill & Zimmermftll :--Prillciples of Rurai.lTrball Sociology， 192!J. p. 13--58 
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農
村
枇
合
皐
に
於
げ
ろ
基
礎
的
諸
問
題
に
就
い
て

ムハムハ

九
は
法
制
的
関
係
に
同
る
も
の
と
さ
れ
得
る
。

A
1
諸
有
四
関
係
即
ち
自
然
的
・
人
間
的
・
法
制
的
・
級
一
情
的
関
係
に
分
つ
事
が
果
た

し
て
分
類
方
法
上
安
世
な
り
や
否
や
は
と
も
角
と
じ
て
斯
く
分
類
考
察
す
る
事
が
至
便
で
あ
る
と
共
に
論
理
上
必
が
し
も
許
容
せ
ら

れ
ぬ
理
由
の
な
い
事
よ
り
私
は
姑
く
此
等
四
閥
係
に
就
て
都
市
・
農
村
の
院
別
規
準
に
関
し
て
考
へ
て
見
度
い
。

で
自
然
的
関
係
農
村
は
都
市
に
比
し
て
自
然
的
保
件
に
支
配
さ
る
k

盛
大
な
の
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
事
質
上
常
れ
り
と
す

る
も
之
を
以
て
都
市
及
び
農
村
を
同
別
す
る
の
規
準
と
は
な
り
得
な
い
。

之
は
人
口
密
度
・
人
口
分
布
・
人
口
構
成
及
び
住
民
の
等
異
質
牲
に
隠
別
丸
信
求
め
た
の
で
梢
々
考
慮
の
館

地
ぞ
存
す
る
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
即
ち
農
村
と
は
人
口
粗
に
し
て
住
民
は
分
布
上
散
在

a
g詳
3
己
宮
古
L
P昨
日

C
ロ
し
‘
人
口
構
成

は
年
齢
上
は
幼
年
者
最
大
・
老
年
者
最
小
・
中
年
生
産
人
口
居
の
中
聞
を
占
め
、
性
別
上
女
子
の
比
較
的
少
く
所
謂
経
悟
上
不
生
産

居
の
比
較
的
少
数
に
し
て
同
質
性
な
る
や
稽
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
斯
か
る
特
質
の
如
き
は
一
般
的
な
も
の
で
な
く
例
へ
ば
女
子

の
敷
の
如
き
五
日
園
は
農
村
に
比
較
的
大
な
る
を
み
る
等
の
関
係
よ
h

り
し
て
如
上
人
間
的
関
係
の
み
を
以
て
し
て
は
向
雨
者
問
問
別
の

依
践
と
し
て
は
不
充
分
な
る
ぞ
思
ふ
の
で
あ
る
。

二
、
人
間
的
関
係

=
-
.
法
制
的
関
係

い
市
制
な
り
や
町
村
制
な
り
ゃ
を
以
て
匝
別
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
賢
肢
を
見
る
時
、
町
村
制
を
施
せ

る
島
に
於
て
も
向
都
市
た
る
の
賃
貸
を
具
ふ
る
も
の
あ
る
事
よ
り
此
一
同
別
も
結
針
的
な
る
の
た
り
得
な
い
。

職
業
上
の
分
化
、
文
化
的
設
備
の
賦
態
如
何
に
よ
る
医
分
法
で
あ
る
が
之
叉
雨
者
を
院
別
す
る
の
彼
操
と

し
て
は
不
充
分
で
あ
る
。

回
、
経
糟
的
問
係

械
で
如
上
問
者
に
就
て
総
て
夫
れ
の
み
m
単
調
に
よ
っ
て
は
馬
別
の
規
準
と
な
し
得
ぬ
事
を
知
っ
た
我
々
は
此
届
に
於
て
何
等
か
の

方
法
冶
護
見
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
高
同
時
士
は
行
政
上
の
分
類
を
利
用
し
て
市
制
ぞ
施
せ
る
も
の
ぞ
都
市
、
夫
れ
以
外
や
棉
て
農
村

と
さ
れ
る
所
謂
法
制
的
関
係
に
依
撲
さ
れ
、
米
固
に
於
て
は
多
く
人
口
数
に
よ
り
二
高
五
千
人
以
上
を
都
市
夫
れ
以
下
を
農
村
と
す

る
所
謂
人
間
的
関
係
に
依
っ
て
居
る
o

ゾ
ム
バ
ル
ト
は
所
謂
経
極
的
関
係
よ
り
し
て
経
嫡
倒
的
意
味
に
於
け
る
都
市
と
は
彼
等
の
生
活

祁i稿:ー農村枇合亭の濁立科皐としての成立l二翻する研究(卒業論文)p・4377) 



資
料
を
得
る
に
他

ω農
業
的
労
力
の
生
産
物
の
依
存
し
て
居
る
鹿
の
大
な
る
宿
居
地
な
り
と
し
て
居
る
。
以
上
は
法
制
的
・
人
間
的

経
一
情
的
の
関
係
を
翠
濁
に
一
見
分
の
標
準
と
せ
る
例
で
あ
る
が
私
は
之
等
は
梢
々
科
事
的
な
り
と
考
ふ
る
も
未
だ
充
分
な
も
の
と
は
考

へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
市
制
施
行
地
は
之
鳩
て
都
市
た
る
の
性
質
を
有
す
る
も
町
村
制
施
行
地
に
て
向
都
市
た
る
の
形

質
ぞ
持
す
る
も
の
多
き
貰
賦
あ
り
、
叉
一
定
人
口
以
上
に
て
向
農
村
、
以
下
に
て
向
都
市
た
る
も
の
あ
り
て
其
中
間
に
位
す
る
者
の

蹄
届
に
困
難
な
れ
ば
で
あ
る
。

依
っ
て
私
は
突
の
如
く
都
市
及
び
農
村
守
恒
別
す
る
に
法
制
的
・
人
間
的
・
経
捷
的
関
係
の
綜
合
に
於
て
主
規
準
を
求
む
る
必
至
品
目
回

と
す
る
。
即
ち
市
制
施
行
地
及
び
其
他
町
村
制
施
行
地
に
し
て
人
口
集
落
度
極
め
て
密
に
し
て
其
職
業
上
農
業
に
或
は
商
工
業
に
依

存
す
る
闘
係
が
後
者
に
よ
り
大
な
る
地
域
を
都
市
と
し
他
を
農
村
と
す
る
考
へ
方
で
あ
る
。
此
島
に
都
市
及
び
農
村
ぞ
応
分
す
べ
き
・

人
口
集
落
度
及
び
商
工
業
農
業
の
依
存
関
係
は
吾
固
に
即
し
た
賓
詮
的
研
究
に
侯
っ
て
遁
蛍
な
る
規
準
そ
後
日
求
め
て
後
表
す
る
。

出
向
此
慮
に
注
意
す
べ
き
は
五
日
園
現
行
法
上
‘
市
と
は
人
口
三
詩
人
以
上
と
さ
れ
て
居
る
が
多
く
は
市
域
内
に
於
て
も
其
組
成
分
子
と

し
て
賓
質
上
農
村
的
部
分
の
存
す
る
事
で
あ
る
。
依
っ
て
私
は
如
上
の
都
市
に
し
て
向
其
周
固
に
農
村
的
地
帯
あ
れ
ば
之
を
都
市
農

業
地
と
し
て
都
市
に
含
ま
し
め
、
農
村
に
て
向
其
中
に
都
市
的
地
帯
あ
れ
ば
之
冶
農
村
市
街
地
と
し
て
農
村
に
包
括
せ
し
め
る
。
即
ち

者ijl

Hi
、1純
都

市

H

/
都
市
農
業
地

農

t
¥純
農

村

キ
/
農
村
市
街
地

純
都
市
及
び
純
農
村
は
極
め
て
明
確
な
る
夫
自
身
の
特
性
を
護
揮
し
得
る
も
都
市
農
業
地
及
び
農
村
市
街
地
は
甚
だ
此
貼
漠
た
る

も
の
で
あ
る
。
即
ち
都
市
農
業
地
と
は
主
と
し
て
都
市
の
周
閣
に
あ
り
て
遁
常
郊
外
と
稽
せ
ら
れ
る
地
方
は
之
に
属
し
或
は
都
市
的

色
彩
を
或
は
農
村
的
旧
同
色
ぞ
帯
ぶ
る
も
の
に
し
て
私
は
此
地
方
を
便
宜
上
都
市
に
包
括
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
叉
農
村
市
街
地
も

農
村
に
あ
り

τ市
揚
・
交
換
の
中
心
を
な
し
商
業
地
的
色
彩
の
多
分
な
る
を
特
長
と
す
る
も
の
で
同
様
便
宜
上
農
村
と
考
へ
た
の
で

農
村
社
合
間
円
十
に
於
げ
る
廿
耕
一
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

ムハ七



農
村
位
令
皐
に
於
げ
る
慕
礎
的
諸
問
題
に
就
い
て

」、官、
J

ノ
ノ

糸
町
4
0
0

以
上
は
農
村
枇
舎
な
る
枇
A

官
接
的
概
念
を
奥
へ
る
農
村
の
買
胞
を
概
念
的
に
明
か
に
し
農
村
祉
曾
の
本
質
的
概
念
を
把
握
す
る
一

方
議
と
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
如
上
の
農
村
な
る
定
住
の
一
型
態
な
な
す
地
域
に
基
礎
ぞ
置
き
一
般
枇
舎
か
ら
原
則
さ
れ
た
枇
曾
こ

そ
我
々
の
研
究
針
象
な
な
す
農
村
枇
命
日
で
あ
る
J

主
と
し
て
此
揚
合
最
良
で
あ
る
が
二
人
以
上
の
農
民
が
地
縁
的
に
同
類
的
に
共
に

農
業
上
の
利
害
在
中
心
に
濁
自
の
存
宿
を
維
持
し
な
が
ら
共
同
生
活
を
管
む
一
定
地
域
に
於
け
る
集
圏
こ
そ
農
村
祉
舎
の
調
ひ
で
あ

る
。
ぽ
言
す
れ
ば
一
般
枇
舎
か
ら
特
に
農
村
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
一
定
地
域
内
に
於
て
管
ま
れ
る
相
互
作
用
巧
2
Z巾
7
E
E
Z
の

閥
係
ぞ
遁
し
て
み
た
一
つ
の
集
圏
或
は
集
合
形
象
で
あ
る
。

斯
か
る
農
村
吐
九
百
の
本
質
は
然
ら
ば
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
多
少
岐
路
に
属
す
る
が
参
考
迄
に
述
べ
よ
う
。
祉
舎
の

本
質
を
ジ
ン
メ
ル
に
従
っ
て
心
的
相
互
作
用
に
求
む
る
私
は
農
村
祉
曾
が
農
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
集
周
即
ち
農
民
相
互
が
農
業

な
る
共
通
利
害
を
通
じ
て
相
互
関
係
に
あ
る
蹴
態
で
あ
る
事
か
ら
農
村
祉
舎
に
於
て
も
其
心
的
相
互
作
用
を
以
て
本
質
な
り
と
考
へ

皮
い
。
集
圏
奇
形
成
す
る
事
は
要
す
る
に
其
構
成
員
聞
が
相
互
闘
係
に
あ
る
賦
態
.
践
を
目
す
れ
ば
他
よ
り
衝
動
を
受
け
或
は
他
に
街

動
ぞ
奥
へ
る
能
動
・
受
動
の
開
係
に
あ
る
事
で
あ
る
。
依
っ
て
斯
か
る
閥
係
の
本
質
を
な
す
も
の
は
言
ふ
迄
も
な
く
心
的
相
互
作
用

に
他
な
ら
な
い
。
或
者
は
言
ふ
、
農
村
祉
舎
の
本
質
は
同
類
意
識

L
目
立
ゲ

2
5込
山
町
山
口
な
り
と
。
然
れ
共
之
は
農
村
祉
舎
を
構
成
せ

し
む
る
促
進
力

EE--三
即
時
，

c
Z巾
或
は
結
合
を
強
化
す
る
力
で
は
あ
り
得
る
が
本
質
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。

拐
で
研
究
酎
象
も
限
定
せ
ら
れ
其
形
式
上
の
内
容
上
の
意
義
出
£
ユ
時
も
明
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
次
に
私
は
基
礎
的
な
問

題
と
し
て
研
究
上
の
出
遊
貼
に
闘
す
る
問
題
を
考
へ
る
事
に
す
る
。

四

.

掛

究

の

活

耳

仲

由

i

!

 

出

腕
究
上
の
出
護
貼
は
結
局
何
に
求
む
る
の
が
最
も
至
哲
な
り
や
の
問
題
で
あ
る
が
之
は
要
す
る
に
研
究
針
象
を
一
枇
合
皐
的
に
分
析

iiU布告一段業政策のti~翻に;抗て(農業と経済 1谷 5披〉
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解
躍
し
て
夫
れ
そ
構
成
す
る
最
も
原
本
的
な
要
素
ぞ
抽
出
し
以
て
其
出
護
鈷
と
考
ふ
る
の
が
最
も
研
究
の
便
宜
上
安
世
で
あ
ら
う
。

之
は
宛
か
も
生
物
墜
に
於
け
る
細
胞
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
由
っ
て
私
は
姑
く
農
村
枇
曾
の
構
成
要
素
に
就
て
蓮
べ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ。
私
は
枇
舎
の
構
成
要
素
を
其
限
定
さ
れ
た
一
社
舎
内
に
於
け
る
宜
在
的
個
人
か
ら
抽
象
さ
れ
た
人
聞
な
る
一
要
素
と
考
へ
、
2
マ
ル

ク
ス

(
H
P

岩
戸
日
)
の
三
要
素
読
其
他
ワ
オ
ル
ム
ス

(
H
H
・
J
〈

S
Eろ
の
こ
要
素
説
は
杜
舎
の
規
定
要
件
或
は
傑
件
ぞ
な
す
に
止
る

環
境
を
以
て
其
一
要
素
と
見
倣
す
事
か
ら
賛
成
出
来
な
い
。
依
っ
て
農
村
枇
命
百
七
倍
構
成
す
る
要
素
も
曽
然
其
枇
舎
内
に
在
る
人
間
的

要
右
京

ιの
み
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
凡
ゆ
る
事
象
乃
至
事
賞
品
官
捨
象
し
て
農
村
祉
A

宵
ロ
ケ
考
へ
る
時
或
は
観
念
的
に
今
農
村
枇
倉
ケ
構
成

せ
ん
と
す
る
時
何
が
最
も
農
村
枇
舎
の
構
成
上
要
素
的
で
あ
る
か
、
何
が
其
前
提
要
件
た
り
得
る
か
。
斯
く
考
ふ
る
時
農
村
吐
舎
の

本
質
た
る
相
互
作
用
、
農
村
吐
舎
の
構
成
動
閃
た
る
関
心
の
連
帯
。
守
護
現
せ
し
む
る
農
民
の
存
在
あ
り
で
は
じ
め
て
農
村
杜
舎
な
る

百
花
を
認
識
し
得
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
即
ち
農
民
な
く
し
て
は
農
村
枇
舎
の
存
在
は
認
め
ら
れ
ぬ
。

採
て
私
は
農
村
枇
舎
の
構
成
要
素
を
以
て
農
民
な
り
と
断
C
た
の
で
あ
る
が
然
ら
ば
農
民
な
る
慨
念
は
枇
舎
墜
的
に
如
何
に
理
解

す
べ
き
や
と
い
ふ
問
題
が
童
生
す
る
。
一
般
に
農
民
と
栴
す
る
揚
ム
口
夫
れ
が
意
味
す
る
内
容
は
現
賓
の
耕
作
農
民
を
指
栂
す
る
の
で

あ
る
が
私
は
夏
に
意
義
を
皮
め
て
農
業
に
寅
接
従
事
せ
ざ
る
其
家
族
冶
も
農
民
と
考
へ
康
い
。
即
ち
農
村
な
る
地
域
に
定
住
し
て
直

接
農
業
に
従
事
す
る
者
及
び
其
家
族
構
成
員
ぞ
謂
ふ
の
で
あ
る
。
斯
か
る
現
賓
の
農
民
の
総
和
ぞ
即
ち
一
一
種
の
農
民
居
或
は
農
民
型

な
る
も
の
を
観
念
的
に
把
握
せ
る
も
の
ぞ
農
村
枇
舎
の
構
成
要
素
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
農
民
と
い
ふ
も
此
揚
合
二
種
の
意
義

を
有
す
る
の
で
前
者
は
貰
花
す
る
農
村
の
構
成
要
素
で
あ
り
後
者
は
祉
曾
構
成
物
と
し
て
の
農
村
枇
舎
の
構
成
要
素
で
あ
る
。
此
関

口
与

5
3
0口目。
-om『
上
に
於
て
観
念
化
さ
れ
た
市
民
を
意
味
し
個
々
の
都
市
住

係
は
宛
か
も
都
市
に
お
け
る
市
民
が
都
市
枇
舎
墜

民
を
指
栴
せ
ざ
る
と
同
義
で
あ
る
。

今
農
村
枇
A

判
官
島
一
上
農
村
枇
命
日
構
成
要
素
と
し
て
の
農
民
を
更
に
説
明
す
る
詩
、
其
特
性
を
枇
命
日
墜
的
に
蓮
べ
て
理
解
に
資
し
よ
う
。

農
村
社
命
日
患
に
於
げ
ろ
基
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

六
九
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農
村
此
九
百
与
に
於
げ
る
茶
礎
的
諸
問
題
に
就
い
て

七
O 

先
づ
良
民
は
一
般
に
信
仰
心
序
ミ
従
っ
て
迷
信
し
人
情
敬
度
に
富
み
服
従
的
に
し
て
経
糖
的
手
腕
を
快
き
極
め
て
杭
命
保
守
的
な
る

快
貼
と
共
に
質
質
朴
健
勤
努
の
精
神
に
富
む
の
長
所
そ
有
す
と
さ
れ
る
。
然
る
に
之
を
吐
曾
撃
的
特
性
と
し
て
み
る
時
は
同
質
性
な

る
貼
に
臨
す
る
。
即
ち
農
民
な
る
一
二
叩
種
砲
の
型
φ

栓
佐
想
像
し
得
る
の
で
此
揚
合
都
市
祉
合
H句H
同円号dすゲ出
gHロw(
のU
。2吋巴出
g
己g】

な
る
の
と
相
艶
的
特
性
で
あ
る
。
都
市
は
経
摺
的
に
枇
A
W

目
的
に
政
治
的
に
或
は
職
業
上
分
化
さ
れ
て
居
る
に
反
し
農
村
は
職
業
上
夫

等
の
分
化
は
認
め
ら
れ
が
全
く
之
と
呉
る
服
態
に
有
る
。
依
っ
て
都
市
祉
曾
の
職
業
分
化
か
ら
由
来
す
る
市
民
の
信
仰
・
趣
味
・
風

俗
習
慣
・
言
語
等
或
は
諸
般
の
行
動
一
般
に
於
て
著
し
く
異
質
性
ぞ
帯
ぶ
る
じ
封
し
農
村
吐
舎
に
て
は
農
業
な
る
間
単
一
化
さ
れ
た
職

業
ぞ
主
と
す
る
鋳
其
農
民
は
従
っ
て
同
質
牲
を
椴
ぶ
る
に
至
る
は
官
然
の
事
で
あ
る
。

私
は
斯
く
の
如
き
同
質
性
の
下
に
一
括
せ
ら
る
L
農
民
而
か
も
宜
十
代
的
農
民
か
ら
抽
象
さ
れ
た
農
民
そ
以
て
農
村
吐
食
の
構
成
要

素
と
考
へ
同
時
に
其
研
究
上
の
山
登
貼
と
考
へ
度
い
。

玉
、
問

の

軍事

合

題

農
村
祉
命
日
皐
が
少
く
共
専
門
撃
者
に
依
っ
て
研
究
の
封
象
と
さ
れ
る
以
上
夫
れ
が
従
来
の
賦
態
よ
り
一
つ
の
樹
立
し
た
接
的
剛
閥
系

を
具
へ
た
科
墜
と
し
て
の
存
布
を
要
求
す
る
に
至
る
は
官
然
で
あ
る
o

即
ち
百
科
全
書
よ
り
筒
別
科
間
之
さ
己
申
』
N
M
Y
]
h
g
)
むら
t
N
Z
『

出
口
月
日
J
J

宮
B
E
H
P
F
の
遣
で
あ
る
o

間
単
な
る
農
村
枇
合
調
査
出
品
7
5
H
m
F弓
4
3
J
H
U
E
-
m
S
E
H
a
-
-司
〈
号
は
一
つ
の
研
究
資
料

で
あ
り
、
品
村
一
祉
合
問
題

H
U
E
-
∞2
2
H
H
v
g
Z
B一
切
の
調
査
は
主
と
し
て
農
業
政
策
上
の
素
材
で
し
か
な
い
。
勿
論
新
か
る
資
料

《】

P
C
F

は
資
料
百
三
日
町
田
-
向
。
吋
吋
1
3
3
Z
Y
と
し
て
の
償
値
を
有
し
て
は
居
る
が
夫
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
農
村
枇
九
何
日
早
の
存
十
代
々

理
由
づ
け
基
礎
づ
け
る
墜
的
根
操
ば
一
に
夫
等
資
料
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
帥
閥
系
と
理
論
が
他
の
諸
科
墜
殊
に
農
村
諸
科
墜
と
競
合
せ

ぎ
る
の
駄
に
存
す
る
。
換
言
す
れ
ば
研
究
劉
象
の
特
異
牲
と
い
ふ
事
は
先
つ
科
墜
の
濁
立
を
保
つ
上
に
快
く
べ
か
ら
-
ざ
る
要
件
で
あ

る
。
斯
か
る
根
慌
の
下
に
私
ば
先
づ
農
村
枇
命
日
壊
の
今
日
に
至
る
迄
の
種
展
過
程
そ
跡
づ
け
る
事
に
依
っ
て
其
科
皐
牲
の
快
如
を
指
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摘
し
、
其
由
凶
在
基
礎
的
諸
問
題
に
劃
す
る
考
察
の
不
充
分
な
る
市
中
或
は
夫
れ
の
結
論
へ
の
到
達
に
至
ら
ぬ
貼
を
築
け
夫
れ
に
闘
し

て
最
も
重
要
と
考
へ
ら
る
L
研
究
針
象
の
問
題
冶
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
。

偲
令
研
究
針
象
。
ぞ
決
定
し
た
か
ら
と
て
其
封
象
の
意
味
す
る
内
容
宇
佐
明
か
に
し
な
け
れ
ば
皐
な
る
丈
字
の
上
の
決
定
に
過
ぎ
ざ
る

結
果
と
な
る
。
其
慮
で
私
は
次
に
農
村
祉
舎
に
関
す
る
吐
舎
接
的
概
念
を
経
験
的
貿
花
な
る
農
村
と
の
掛
比
に
於
て
農
村
枇
曾
墜
に

於

τ考
察
の
封
象
と
す
る
意
義
を
附
奥
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
私
は
研
究
の
出
護
艶
と
い
ふ
事
の
重
要
牲
を
思
ひ
、
何
を
以
て
農
村
祉
命
日
早
研
究
の
出
後
鈷
と
す
べ
き
や
そ
考
へ
大
の
で
あ

る
。
之
に
闘
し
て
は
農
民
な
る
枇
合
皐
的
概
念
そ
個
々
の
農
民
の
集
闇
に
よ
っ
て
出
来
大
敢
闘
半
的
綿
和
以
上
の
一
つ
の
農
民
居
或
は

農
民
型
と
い
ふ
観
念
に
依
っ
て
理
解
し
.
夫
れ
を
農
村
枇
舎
の
原
本
的
構
成
要
素
と
考
へ
同
時
に
研
究
の
出
護
貼
と
考
へ
た
の
で
あ

る。

× 

× 

× 

要
す
る
仁
木
論
は
如
上
二
.
三
の
基
礎
的
な
問
題
ぞ
提
出
し
て
一
つ
の
考
へ
そ
述
べ
た
迄
の
も
の
で
之
を
以
て
農
村
吐
合
墜
に
於

け
る
紹
針
的
な
、
或
は
遁
念
で
あ
っ
た
り
、
叉
賂
来
斯
か
る
方
向
ぞ
斯
皐
が
自
ら
と
っ
て
準
む
で
あ
ら
う
と
い
ふ
如
、
ぎ
指
針
ぞ
輿
へ
た

り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
飽
く
迄
一
つ
の
見
解
で
し
か
な
い
。
之
以
外
に
も
向
多
く
の
グ
ル
ン
ド
リ
ツ
ヒ
カ
イ
ト
。
三
EL--口
y-T日け

な
問
題
の
存
在
も
考
へ
ら
れ
よ
う
が
夫
れ
は
後
日
の
機
舎
を
待
っ
て
本
稿
は
先
づ
主
と
し
て
封
象
の
問
題
に
閲
し
て
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
|
〔
完

U
l

昭
九
、
七
、
廿
六
1

1
農
業
経
済
的
学
研
究
室
に
て

箆
村
社
合
同
事
に
於
げ
る
基
礎
的
諮
問
題
に
就
い
て

七


